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令和５年４月 下野市教育委員会 

部活動地域移行とは・・・ 

 中学校・義務教育学校の部活動を、地域の文化・スポーツ団体が行う活動に移行していくことで、 

子どもたちが様々な活動を体験できる機会と、少子化の中でも将来にわたり活動を継続して取り組む 

ことができる環境の整備を進めるものです。 

 

○市の方針 

 国・県の方針を受けて、令和６年度の９月から段階的に地域移行していき、令和８年度始めには、 

運動部・文化部ともに休日の部活動を全て地域移行することを目標としています。 

 

○スケジュール（予定） 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

移行準備    休日の部活動地域移行 

中学校１年生・ 

義務教育学校７年生 

地域移行の流れについて

の情報共有 

※１ 

中学校１、２年生・ 

義務教育学校７、８年生 

上級生が引退し、新体制にな

ってから、段階的に移行開始

となります。 

全校生徒 

 

地域移行が順次進められてい 

きます。 

※２ 

   全校生徒 

運動部活動、文化部活動と

もに、休日における全ての

部活動が地域移行できるこ

とを目指しています。 

※１ 教育委員会では地域移行に関わる検討委員会を定期的に実施し、移行する部活動についての情報などを、学校や保護者の皆様 

へ随時提供していきます。 

 ※２ どの部活動から移行していくかについては、今後、運営団体や学校との間での調整により決定していきます。 

 

                   休日の部活動は・・・・ 

 

 

 

 

 

 

                  地域の実情に応じて 

                    順次移行していきます 

※３ 運営団体とは、総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団、クラブチーム、民間事業者、学校関係の組織や団体等を想定し 

ています。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

９月以降、休日の
部活動を段階的
に移行開始 

 中学校・義務教育学校 

【指導者】教職員 

【活動場所】学校で指定した 

場所 

 

 

 

 

 

 

地域 

【指導者】運営団体（※３） 

に登録した方々  

【活動場所】学校や施設等 

 

 

 

部活動を地域移行すると・・ 

 ・地域の文化・スポーツ活動の活性化が期待できます。 

 ・子どもたちがチャレンジしたいと思う活動の選択肢が増えます。 

 ・学校活動以外での交流も生まれます。 

 ・校内に希望する種目がない場合でも、他校の生徒と活動ができる可能性があります。 

 ・指導者や活動場所の確保が必要になります。 

 ・大会への参加の仕方の見直しが必要になります。 

 ・活動場所への移動方法の検討や、各家庭で活動費用の負担が必要になります。 

今後、下野市の実状に応じた部活動の地域移行を実現するために、市の検討委員会で具体的な 

協議を進めてまいります。 
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